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令和３年度の学校評価 

本年度の 
重点目標 

① 安全で安心できる学校づくり 
② 個に応じた教育活動の充実 
③  学校からの発信力の強化 

項目 
（担当） 

重 点 目 標 具 体 的 な 方 策  評価結果と課題 

小学部 

明るい人間関係
の育成や自立に
向け、学校生活や
日常生活を意欲
的、主体的に過ご
すことができる
よう、個に応じた
支援を充実する。 

・挨拶や相手を思いやる気持
ちなど、円滑な人間関係や
コミュニケーション能力の
育成を、学校生活全般をと
おして支援する。 

 
 
・児童一人一人の課題や目標
について、保護者や職員間
で共通理解を図り、身辺処
理能力や学習面の向上に向
け、長期的視点で支援する。 

・社会生活を営む上での基礎的な能力である挨拶やお礼

などの必要性を、学校生活全般をとおしてその都度言葉

かけをすることで、自発的に行える場面が増えた。また、

みんなのために積極的に活動した児童に対して、しっか

りと評価をすることで、自信をもって学校生活を送る場

面が増えた。 

・新型コロナウイルス感染症対策で活動が制限される

中、保護者とは懇談会や日々の連絡帳をとおして具体的

な目標についての共通理解をはかり、職員間では学年会

等で個別の課題を検討し、効果的な支援方法について共

通理解をはかることで、児童の意欲や集中力が高まり、

達成感や成就感を味わいながら次の取組へと広げてい

くことができた。今後は自立活動でのより個に応じた支

援を充実させたい。 

中学部 

将来の社会自立
に向けて、個々の
ニーズに応じた
支援に心がける
とともに、生活力
の向上を目指す。 

・教育アセスメントを基に生
徒の実態を的確に把握し、
個々のニーズに応じた支援
を実施する。 

 
・個別の教育支援計画等を基
に、保護者と支援方法につ
いて共通理解を図り、個々
の生活力の向上を目指す支
援を実施する。 

 

・生徒一人一人の実態把握をしっかりと行い、学年全体で

情報共有を図りながら、個に応じた支援を実践すること

ができた。 

 

・個別の教育支援計画を基に、自立活動や教育活動全般を

とおして、身に付けたい力について支援や指導をしてい

きながら、生活力の向上に取り組むことができた。 

高等部 

卒業後の進路を
見据えながら生
徒個々の働く力、
生活する力を伸
ばす。 

・コース別の指導などをとお
して卒業後の職業生活、社
会生活、家庭生活に必要な
力を伸ばす。 

 
・生徒一人一人に対して的確
なアセスメントを実施した
り、生徒の課題や支援方法
を学校、関係諸機関、家庭と
で共有したりすることで、
実態や特性に応じた生徒指
導・進路指導の充実を図る。 

・新型コロナウイルス感染症の拡大により、当初の予定

どおりの実施ができない行事等があったが、リモートで

の実施など情報機器の効果的な活用や、校内で教育目標

を達成できるような内容の工夫により、生徒一人一人に

応じたねらいを達成することができた。 

・生徒の支援に向けて、関係する職員間でこまめに情報

を共有したり、支援方法を検討したり、また積極的にス

クールカウンセラーや地域の相談支援との連携を図っ

たりすることで、校内の支援体制を強化することができ

た。また、校内研究をとおして職員のアセスメント力を

高めることができた。 

訪問教育 

職員間での共通
理解を図るとと
もに、校内及び関
係機関との連携
し、あらゆる支援
を充実する。 

・保護者や関係機関との連携
を図り、健康状態等の把握に
努める。 
 
 
・訪問生と通学生、また訪問生
同士の情報を交換できる機会
を設定する。 

・毎回授業を始める前に、保護者に体調や生活について話

を伺った。また、訪問ＰＴや訪問入浴の様子を見学した

り、訪問ヘルパーと体調面に関しての相談をしたりし

て、日々の指導に生かすことができた。 

・集団学習を年 5回計画した。新型コロナウィスル感染症

対策のため 1 度のみの実施となったが、通学生と直接

触れあうことができ、貴重な学習経験となった。また、

オンラインでの学年交流、訪問生同士の交流も実施し

た。 

・夏休みに、訪問生同士の情報交換の場として、施設見学

を実施した。 

総 務 

行政文書ファイ
ル管理簿を運用
し、改善を図り、
確立し、職員の共
通理解の定着を
する。 
 
行事予定や学校

・行政文書ファイル基準表に
基づいて、変更整理した校
内の文書ファイルについて
再確認し、より実態に合っ
たものに改善する。 

 
 
・主担当の職員を中心に、依頼

・分掌毎に校内文書ファイルの目次表、背表紙、ファイル

の太さなどの確認を２回行い来年度の文書ファイルの

準備を進められた。年度途中でのファイルの厚さの変

更要望にも対応できた。 

 

 

・余裕をもってできるように、準備の言葉かけを早めにし
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だよりの変更訂
正に適切に対応
する。 

する部や学年等に早めに提
示できるように準備し、余
裕をもって進められるよう
に配慮する。 

たり、行事等、変更がないか関係分掌や学部の主任と報

告、連絡、相談を心掛けたりできた。行事予定等の作成

について、係の負担の軽減になるよう校内 LAN を利用

して作成できる体制を定着していく。 

教 務 

一人一人の障害特
性や発達段階に応
じた指導・支援の
充実を図る。 
 
新学習指導要領の
実施（小・中学部）
や対応の検討を図
る（高等部）。 

・適切なアセスメントを行っ
て障害特性を把握した上
で、個に応じた目標や課題
を設定する。効果的な指導・
支援方法を選定し、実践を
重ねる。 

・各教科や合わせた指導の年
間指導計画の各単元題材
に、新学習指導要領に示さ
れた育成を目指す３観点に
おける目標を明記した上で
指導を展開する。また、新学
習指導要領に関して教科領
域会などをとおして、内容
の周知を図る。 

・アセスメントの具体的な方法を各指導者に伝えること
ができたが、さらに職員一人一人がより的確な視点をも
ちアセスメントを行い、それを分析し深めることで児童
生徒の発達支援へつなげていけるよう、積極的に働きか
けていきたい。適切に実態把握ができるように、担任、
授業担当者、学年職員とで、学年会やケース会を中心に
情報共有し、連携を図って児童生徒の成長につなげるこ
とができた。 

・年間指導計画立案の際は、学習指導要領の内容を確認し
た上で、観点別の目標を明記することができ、学習指導
要領をその都度読み返すことで、内容周知の一助となっ
た。教科領域会では、他学年、他学部の職員と意見を交
わし、ポイントやキーワードを絞りながら、新学習指導
要領の内容を深めることができた。 

自立活動 

自立活動の指導の
充実を図る。 

・自立活動に関する研修を実
施したり、自立活動通信を
発行し、自立活動に関する
各部の取組を紹介したりす
ることで、職員の専門性を
高められるようにする。 

 
 
 
・自立活動室を整理したり、教
材教具を使いやすいよう整
備したりする。 

・研修は研修部の年間計画に入っていなかったため今年

度は未実施。来年度から実施を検討中。自立活動通信や

メソフィアなどを活用し、各学年の実践を紹介したり新

しい教材・教具を紹介したりした。指導の参考になった、

新しい教材・教具をさっそく使った等という声が多く聞

こえ、指導の一助になったと感じた。今後は教材ライブ

ラリのデータの整理も進め、必要な情報を検索しやすい

システムを作っていきたい。 

・自立活動室のレイアウトを変更した。これまで靴を脱い

で入らなくてはいけなかったが、エアレックスマットの

位置を変更したことで、靴を脱がずすぐに必要な物を手

に取れるようにした。教材・教具を整理したり、カテゴ

ライズして収納したりすることで教材・教具を探しやす

くした。見やすくなったと好評である。 

教育支援 

地域の小中学校及
び高等学校のニー
ズに応じた相談支
援、関係機関との
連携をとおして地
域支援機能の促進
及び充実に努め
る。 
 
校内支援の体制を
整え、支援の充実
を図る。 

・各校への相談活動や研修等
で、児童生徒への具体的な
支援方法を共に検討し、特
別支援教育への理解とコー
ディネーターの資質向上の
支援を行う。 

・必要に応じて支援会議を開
催し、関係機関との連携を
図るとともに、支援体制を
整えてチームで支援を行え
るようにする。 

・支援会議の実施やスクール
カウンセラー等の活用につ
いて情報提供し、より児童
生徒の課題に応じて実施・
活用できるようにする。 

・各校のニーズに応じ、児童生徒への学習面、生活面での

支援方法、自立活動の指導内容、個別の教育支援計画・

個別の指導計画の作成や活用などについて、事前資料を

もとに準備をし、相談活動を実施した。今後も、分かり

やすく具体的な支援方法を検討し、伝えていきたい。 

・支援会議の流れや方法について、資料を作成して校内で

情報共有をした。関係機関との連携を図り、よりチーム

で支援を行う意識を高めていきたい。 

・定期的にスクールカウンセラーの活用をし、児童生徒の

課題について専門的な立場から助言を受けた。活用を希

望する児童生徒、職員、保護者とのコーディネートをス

ムーズに行っていくことが今後の課題である。 

研 修 

時代のニーズに
応じた研修方法
と研修機会の充
実を図る。また、
全校研究、校内研
修をとおして教
員の専門性の向
上を図る。 

・幾つかの場所に分かれて同
時に実施できる研修方法を
実施する。 

・校外研修だけでなく、eラー
ニング研修など校内で受け
られる研修について推進す
る。 

・全校研究で自立活動の時間
における指導についての実
践に取り組む。 

・情報教育部に協力していただきながら、Zoom や Teams

などを活用して全体研修を実施することができた。接続

の環境など課題もあるが、今後も研修内容によっては活

用していきたい。 

・校外研修や e ラーニング研修などメソフィアでの掲示

のみになってしまった。どのような方法で全職員に推進

していくことができるのかが今後の課題である。 

・「時間における自立活動の指導と充実」をテーマに研究

に取り組んだ。教務部や自立活動部と連携し、自立活動

の指導内容を適切に設定できるよう職員の専門性を高

めていくことが今後の課題である。 
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図 書 

児童生徒が、本を
楽しむきっかけ
を見つけられる
よう支援できる
図書室を目指す。 
 

・図書室行事を通じて様々な
本に出合えるよう、児童生
徒の興味関心と関連付けた
活動を計画する。 

・本の紹介・展示を行う。 
・図書室に限らず、様々な場面
で本と親しめるような教材
や情報の提供をする。 

・図書館行事では、廊下を利用した読書スタンプラリー、
キャラクターパネルの設置、パワーポイントの充実、読
書週間のテーマとコラボした給食メニューの提供、本の
福袋による学級への本の貸し出しなどにより、図書館の
外でも児童生徒が楽しみながら、本と出会うことができ
たと好評であった。 

・今後は、余暇や学習でより積極的に蔵書を利用する習慣
作りを支援できるとよいと考える。その方法として、図
書室の蔵書について、児童生徒だけでなく、より多くの
職員に知ってもらえるような工夫をすることが課題で
ある。 

情報教育 

職員のＩＣＴ機
器活用を進める。 
 
 
 
本校の情報発信
を積極的に行う。 

・Zoomやタブレット機器等の
利用についての研修を計画
的に実施し、授業等への活
用を促す。 

 
・学校ホームページの更新シ
ステムを改変し、より最新
の情報を外部に発信できる
ようにする。 

・感染症の状況に鑑み人が集まる学習補償に、Zoom をは

じめオンライン学習を提供でき、活用を浸透させること

もできた。また、老朽化したサーバー更新の手続きや整

備、長寿命化工事に伴う備品消耗品の整理を積極的に行

い、使いやすくフレッシュな環境を整えた。 

・端末の更新等により、課題に位置付けた新しいページの

作成は完成しなかったものの、CMS等情報の獲得やソフ

トの更新など着実に準備を進めることができた。 

生徒指導 

安全指導の充実
を進める。 
 
 
いじめの未然防
止に係る取組の
充実を図る。 
 
 
全職員が共通意
識をもって児童
生徒に支援す
る。 

・防災や減災に対する意識を
高めるために、啓発活動や
避難訓練の内容を充実す
る。 

・学校生活全般において、他人
を思いやる気持ちをもてる
ようにする。いじめとはど
ういうものかを、しっかり
と児童生徒に伝える。 

・児童生徒の情報を学年、部、
必要であれば学校全体で情
報共有をしっかりと行い、
一人一人にあった支援がで
きるようにする。 

・実際の災害を想定した避難訓練を実施することで、少し
ずつマニュアルの見直しが進んた。防災減災グッズがま
だまだ不足しているかと思うので、何が必要かを検討し
ながら購入を依頼していきたい。 

・今のところ本校では、いじめは認知されていない。 

今年度も全校集会で人権についての講話を校長に実施
していただき、HR等において再確認などを行った。い
じめ、人権は大切なことなので今後も継続して行って
いきたい。 

・関係職員に対しての報告や連絡、情報共有などがしっか
りと行われるようになってきたが、情報共有などがされ
ていないこともあるので、継続して情報共有をしっかり
と実施するように伝えていきたい。 

保 健 

感染症予防対策
を進める。 
 
 
 
緊急時、迅速に対
応できるように
する。 
 
 
 
 
保健マニュアル
の整備を進める。 
 
 

・手洗いやマスクの着用、換気
等の呼びかけをする。 

・校内の感染症マニュアルを
職員に周知する。 

 

・各教室に緊急対応時の流れ
を記載した掲示物を設置す
るとともに、緊急対応グッ
ズを配置する。 

・職員研修を実施し、迅速に対
応できる体制づくりをす
る。 

・複数ある保健関係のマニュ
アルを 1 冊のファイルにま
とめ、職員用のパソコンか
らも検索しやすくする。 

・マスクの着用や手洗いなど基本的な感染症対策につい
ては、ほとんどの職員が意識していた。しかし、鼻出し
マスクや換気を忘れ、生徒同士の距離など徹底ができて
いないところもあった。引き続き感染症の手引きの周知
と注意喚起をしていきたい。 

・緊急対応の流れが一目で分かるように、掲示物を作り直
した。また、学期ごとに AED訓練を設定して、職員が迅
速に行動に移せるように体制づくりをした。今年度の訓
練は、授業中を想定して取り組む学年が多かった。今後
は、休憩中や児童生徒の移動中など授業以外の場面を想
定した訓練も取り入れながら、状況に応じて迅速な対応
ができるようにしていきたい。 

・保健関係の書類を使用しやすいように書式の変更を
行った。また、保健や給食のマニュアルについても整理
したため、次年度はフォルダ等の保存箇所が周知できる
ようにしていきたい。 

進路指導 

児童生徒や保護
者が、卒業後の進
路選択をするた
めに必要な情報
の提供を充実さ
せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
関係機関との連
携を深めること
で、進路指導、移
行支援の充実を

・学部ごとに進路の手引きを
作成し、職員と保護者に配
付する。 

・児童・生徒や保護者が卒業後
の生活をイメージできるよ
うに、高等部の実習の動画
を作成し、授業や個別懇談
で紹介できるようにする。 

・適切な時期に児童生徒や保
護者や職員に進路に関する
情報提供し、共通理解を図
りながら取り組む。 

 
 
・関係機関との連携を深め、生
活基盤の強化とともに児童生
徒一人一人に合った卒業後の
社会参加の場を決めていける

・手引きの作成と配付をすることはできたが、新型コロナ
ウイルスの感染拡大により、説明会が中止となってし
まった学部もあった。来年度は、配付のみでなく説明会
の内容も充実させていきたい。 

・高等部の実習の動画を作成し紹介した。今後、さらに障
害福祉サービス事業所の動画を増やしていくとともに、
職員への周知を行い、有効に活用してもらえるものとし
ていきたい。 

・年に数回、障害福祉サービス事業所のパンフレット閲覧
会を行い、進路担当が常駐することで来室した保護者に
個別に情報提供をすることができた。職員への情報提供
を充実させることで、進路担当でなくても保護者により
良い進路情報を伝えることができるようにしていきた
い。 

・生徒の置かれている環境に合わせて、児童相談所、グ
ループホーム、相談支援、障害者就業・生活支援センター
等と連携を図り、情報共有や役割分担をして協力して支
援することができた。 
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図る。 ようにする。 

学校関係者評価を実施する 
主 な 評 価 の 視 点 

① 学校安全対策マニュアルの見直しと周知について（継続） 

② 分かりやすく見通しがもてる教育環境について（変更） 

③ ＩＣＴ機器や視覚的教材の活用状況について（継続） 

④  ホームページの充実について（継続） 
 


